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１．当四半期決算に関する定性的情報 
 

(1)連結経営成績に関する定性的情報 
 

当第 2四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く経済環境は、国内外において緩やかな回復基

調が続いているものの、急激な為替変動など、先行きに対する不透明感を強めながら推移いたしました。 

このような状況のもと、金融ビジネスにおきましては、海外向けＡＴＭ用メカコンポーネントを中心に伸

長いたしました。流通ビジネスにおきましては、損益改善を目的に前年度に実施した国内外のソリューショ

ン事業再編の影響などにより減収となりました。産業・公共ビジネスにおきましては、表示システムの大口

需要の一巡などにより、減収となりました。サービスビジネスにつきましては、店舗向けＡＴＭサービスや

流通保守サービスなどが堅調に推移いたしました。以上により、連結売上高は 48,822 百万円（前年同期比

0.0％増、1百万円の増）を計上いたしました。 

損益につきましては、前年度から継続して取り組んできた事業効率化やコストダウン効果により、連結営

業利益 426 百万円（前年同期は 378 百万円の利益、48 百万円の増）となりました。連結経常利益につきま

しては、為替差益を計上したことなどにより、576百万円（前年同期は 242 百万円の利益、333 百万円の増）、

連結四半期純利益は 343百万円（前年同期は 395 百万円の損失、738百万円の改善）となりました。 

 

 
①当第 2 四半期連結累計期間の概況                      

 2013年度 
第2四半期連結累計期間 

2013年４月１日～ 

2013年9月30日 

2014年度 
第2四半期連結累計期間 

2014年４月１日～ 

2014年9月30日 

前年同期比 

  売上高比(%)     売上高比(%)     増減率(%) 

売 上 高 48,821 100.0 48,822 100.0 1 0.0 

営 業 損 益 378 0.8 426 0.9 48 12.8 

経 常 損 益 242 0.5 576 1.2 333 137.6 

特 別 損 益 △552 － － - 552 - 

四 半 期 純 損 益 △395 － 343 0.7 738 - 

2014年度第 2四半期累計期間の平均為替レート： 103.05円/米ﾄﾞﾙ、16.63円/中国元 
2013年度第 2四半期累計期間の平均為替レート： 98.86円/米ﾄﾞﾙ、16.11円/中国元 

 

 

（単位：百万円） 
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 ②セグメント別の概況 
 
   2013年度 

第2四半期連結累計期間 
2013年４月１日～ 
2013年9月30日 

2014年度 
第2四半期連結累計期間 

2014年４月１日～ 
2014年9月30日 

前年同期比 

   売上高 構成比(%) 売上高 構成比(%)   増減率 (%) 

報
告
セ
グ
メ
ン
ト 

金 融 ビ ジ ネ ス  17,762 36.4 21,259 43.6 3,497 19.7 

流 通 ビ ジ ネ ス  10,873 22.3 8,682 17.8 △2,191 △20.1 

産業・公共ビジネス 10,794 22.1 9,525 19.5 △1,268 △11.8 

サービスビジネス 8,785 18.0 8,847 18.1 61 0.7 

そ の 他 605 1.2 507 1.0 △97 △16.1 

計 48,821 100.0 48,822 100.0 1 0.0 

 国   内 35,341 72.4 33,267 68.1 △2,073 △5.9 

 
海   外 13,480 27.6 15,554 31.9 2,074 15.4 

       

 営業損益  

 

 

 

 

 

営業損益  

 

 

 

 

 

前年同期比  

 

 

 

 

 

報
告
セ
グ
メ
ン
ト 

金 融 ビ ジ ネ ス  872 666 △206 

流 通 ビ ジ ネ ス  △722 △459 262 

産業・公共ビジネス 278 180 △97 

サービスビジネス 480 516 36 

そ の 他 △2 42 45 

全 社 費 用 △527 △519 7 

計 378 426 48 

 

 

当第 2 四半期連結累計期間における各セグメント別の概況は以下のとおりです。 
 
 

＜金融ビジネス＞ 

金融ビジネスにつきましては、海外向けＡＴＭ用メカコンポーネントが中国や欧州市場向けを中心に引

き続き好調に推移したことに加え、手のひら静脈認証システムが国内外において伸長いたしました。これ

らにより、連結売上高は 21,259百万円（前年同期比 19.7％増、3,497 百万円の増）となりました。 

損益につきましては、売上高の増加に伴い荒利益は増加したものの、海外向けＡＴＭ用メカコンポーネ

ントの新製品等の開発など先行投資を進めたことに加え、国内営業店端末の大口需要が一巡したことなど

により、連結営業利益は前年同期比で 206 百万円減少し、666百万円となりました。 
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＜流通ビジネス＞ 

流通ビジネスにつきましては、損益改善を目的に前年度に実施した国内店舗ソリューション事業および

北米子会社のＳＣＯソフトウェア事業の再編に伴い、売上高が減少いたしました。さらに、海外市場向け

ＰＯＳにつきましては、前年度に大口商談があったことによる反動で、前年度比では減収となりました。

その結果、連結売上高は 8,682百万円（前年同期比 20.1％減、2,191百万円の減）となりました。 

損益につきましては、売上高の減少はあったものの、前年度から取り組んでいる構造改革や事業効率化

の効果などにより、第 2四半期では黒字化を達成いたしました。第 2 四半期連結累計期間としては、前年

同期比で 262百万円改善し、連結営業損失は 459 百万円となりました。 

 

 

 2014年度実績 前年同期比 

第 1四半期 第 2四半期 
第 2四半期

（累計） 
第 1四半期 第 2四半期 

第 2四半期

（累計） 

売 上 高 3,332 5,350 8,682 △1,309 △881 △2,191 

営 業 損 益 △479 19 △459 181 80 262 

 

 

＜産業・公共ビジネス＞ 

産業・公共ビジネスにつきましては、トータリゼータ端末が伸長いたしました。一方、表示システムの

大口商談が一巡したことに加え、スマートフォン関連の検証ビジネスの減収がありました。以上の結果、

連結売上高は 9,525百万円（前年同期比 11.8％減、1,268百万円の減）となりました。 

損益につきましては、徹底したコストダウンに取り組みましたが、表示システムなどの減収に伴う減益

を補うにはいたらず、連結営業利益は 180 百万円となり、前年同期比では 97 百万円の減益となりました。 

 

 

＜サービスビジネス＞ 

サービスビジネスにつきましては、店舗向けＡＴＭサービスや流通保守サービスを中心に堅調に推移い

たしました。この結果、連結売上高は 8,847百万円、連結営業利益は 516百万円と前年同期並みで推移い

たしました。 
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(2)連結財政状態に関する定性的情報 
 
 ①資産・負債・純資産の状況                             （単位：百万円） 

   2013年度 

連結会計年度末 

（2014年3月31日） 

2014年度 

第2四半期連結会計期間末  

（2014年9月30日） 

増 減 

   金 額 構成比(%) 金 額 構成比(%) 金 額 増減率(%) 

 流動資産 47,075 72.3 46,870 71.9 △205 △0.4 

 (現金及び預金等) (    6,233) (        9.6) (    7,965) (     12.2) (    1,732) (    27.8) 

 (受取手形及び売掛金) (   23,844) (       36.6) (   20,551) (     31.5) (  △3,293) (  △13.8) 

 (たな卸資産) (   14,562) (       22.4) (   15,366) (     23.6) (      804) (     5.5) 

 固定資産 18,076 27.7 18,320 28.1 243 1.3 

  資産合計 65,152 100.0 65,190 100.0 38 0.1 

 流動負債 24,509 37.6 24,031 36.9 △478 △2.0 

 (支払手形及び買掛金) (   15,950) (       24.5) (   15,936) (     24.4) (     △13) (   △0.1) 

 (短期借入金) (    1,235) (        1.9) (    1,313) (      2.0) (       78) (     6.3) 

 (未払金他) (    6,744) (       10.4) (    6,163) (      9.5) (    △580) (   △8.6) 

 固定負債 5,171 7.9 5,343 8.2 172 3.3 

  負債合計 29,680 45.6 29,374 45.1 △305 △1.0 

 株主資本 

その他の包括利益累計額 

少数株主持分他 

36,008 

△771 

234 

55.3 

－ 

0.4 

36,512 

△906 

210 

56.0 

－ 

0.3 

504 

△135 

△24 

1.4 

－ 

△10.3 

 純資産合計 35,471 54.4 35,815 54.9 344 1.0 

 負債純資産合計 65,152 100.0 65,190 100.0 38 0.1 

        

 自己資本 35,236  35,605  368 1.0 

 自己資本比率 54.1%  54.6%  0.5  
 

2014年度第 2四半期末の為替レート：109.45円/米ﾄﾞﾙ、17.75円/中国元 
2013年度末の為替レート：102.92円/米ﾄﾞﾙ、16.58円/中国元 

 
＜資産、負債、純資産の状況＞ 

資産については、ほぼ前年度末並みの65,190百万円となりました。受取手形及び売掛金の回収を中心

に、キャッシュ・フローが改善し、手元現金が増加致しました。 

負債については、法人税の支払い等により、305百万円減少し、29,374百万円となりました。 

純資産については、主として当期純利益の影響により344百万円増加し、35,815百万円となりました。

自己資本比率は、54.6%と0.5ポイント増加となりました。 
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②キャッシュ・フローの状況                            （単位：百万円） 
 2013年度 

第2四半期連結累計期間  

2013年４月１日～ 

2013年9月30日 

2014年度 

第2四半期連結累計期間  

2014年４月１日～ 

2014年9月30日 

前年同期比 

Ⅰ.営業活動によるキャッシュ・フロー 

（税金等調整前四半期純損益） 

（減価償却費及びのれん償却額） 

（売上債権の増減額（△は増加）） 

（たな卸資産の増減額（△は増加）） 

（仕入債務の増減額（△は減少）） 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 

 

(             △310) 

(             1,970) 

(             6,110) 

(           △3,188) 

(               913) 

3,948 

 

(                576) 

(              1,792) 

(              3,583) 

(              △526) 

(              △309) 

3,971 

 

(              886) 

(            △177) 

(          △2,526) 

(            2,662) 

(          △1,223) 

23 

Ⅱ.投資活動によるキャッシュ・フロー △390 △1,640 △1,250 

Ⅰ+Ⅱフリーキャッシュ・フロー 3,558 2,331 △1,227 

Ⅲ.財務活動によるキャッシュ・フロー △2,331 △739 1,592 

現金及び現金同等物に係る換算差額 49 153 104 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,275 1,744 469 

    

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高 2,137 6,221 4,084 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,412 7,965 4,553 

 
当第 2四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

 
＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞ 

当第2四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、3,971百万円のプラスとなりまし

た。これは売上債権の回収による収入が増加したことが主要因であります。前年同期比では23百万円の

収入増となりました。 

 

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞ 

投資活動によるキャッシュ・フローは 1,640 百万円のマイナスとなりました。固定資産の取得によ

る支出が主要因であります。前年同期比では 1,250百万円の支出増となりました。 

 

   その結果、営業活動及び投資活動によるキャッシュ・フローを合わせたフリーキャッシュ・フロー 

は 2,331 百万円のプラスとなり、前年同期比では 1,227 百万円の収入減となりました。 

 

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞ 

 財務活動によるキャッシュ・フローは 739百万円のマイナスとなりました。これは配当金の支払い、

及びリース料の支払いが主要因であります。 

 

これらの結果現金及び現金同等物の期末残高は 7,965 百万円と、前年度末からは 1,744 百万円の増加

となりました。 
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(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 通期連結業績予想につきましては、国内外経済の動向、為替変動リスク等の不透明感もあるため、 

平成 26年 4 月 28日に公表いたしました業績予想に変更はございません。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 
(1)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 
(2)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26号 平成 24 年 5月 17 日。以下「退職給付会計基

準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 25 号 平成 24

年 5 月 17 日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第 35 項本文及び退職給付適

用指針第 67 項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び

勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変

更、並びに割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間

に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反

映した単一の加重平均割引した割引率を使用する方法へ変更いたしました。 

なお、当第 2 四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響は、

軽微であります。 

 
 

３．継続企業の前提に関する重要事象等 

該当事項はありません。 
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(4)四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 
（セグメント情報等） 

 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
 

当第 2 四半期連結累計期間（自 平成 26 年 4 月 1 日 至 平成 26 年 9 月 30 日） （単位：百万円） 

 

報告セグメント 
その他 

（注１） 
合計 

調整額 

（注２） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

金融 

ビジネス 

流通 

ビジネス 

産業・公共 

ビジネス 

サービス 

ビジネス 

売上高 21,259 8,682 9,525 8,847 507 48,822 - 48,822 

営業利益又は 

営業損失（△） 
666 △459 180 516 42 946 △519 426 

（注１）「その他」の区分は報告セグメントに帰属しない事業セグメントであり、金型・切削加工事業、

従業員向け福利厚生事業等を含んでおります。 

（注２）営業利益又は営業損失の調整額△519 百万円は、各報告セグメントに配分されていない全社費用

△519 百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない基礎的研究等の

戦略費用及び親会社のグループ経営管理・サポート機能に係る費用等であります。 

 

 

(5)重要な後発事象 

  該当事項はありません。 
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５．補足情報 

 
平成 27年 3 月期（連結）                             （単位：百万円） 

 第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 

26年 4月～26年 6月 26年 7月～26年 9月 26年 10月～26年 12月 27年 1月～27年 3月 

売 上 高 21,232 27,590   

売 上 総 利 益 2,981 5,432   

営 業 利 益 又 は 損 失 （ △ ） △963 1,390   

経 常 利 益 又 は 損 失 （ △ ） △1,080 1,657   

税金等調整前四半期純利益   

又 は 純 損 失 （ △ ） 
△1,080 1,657   

四半期純利益又は純損失（△） △735 1,078   

1 株 当 た り 四 半 期 純 利 益    

又 は 純 損 失 （ △ ） 
△30円 72銭 44円 95銭   

     

総 資 産 61,800 65,190   

純 資 産 34,471 35,815   

1 株 当 た り 純 資 産 1,428円 71銭 1,483円 57銭   

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,201 △1,230   

投資活動によるキャッシュ・フロー △690 △950   

財務活動によるキャッシュ・フロー △491 △248   

現金及び現金同等物期末残高 10,218 7,965   

 
平成 26年 3 月期（連結）                             （単位：百万円） 

 第１四半期 第 2 四半期 第 3 四半期 第 4 四半期 
25 年 4 月～25 年 6 月 25 年 7 月～25 年 9 月 25年 10月～25年 12月 26 年 1 月～26 年 3 月 

売 上 高 20,336 28,485 26,410 32,681 

売 上 総 利 益 2,830 5,361 4,956 6,729 

営 業 利 益 又 は 損 失 （ △ ） △1,146 1,525 1,042 2,641 

経 常 利 益 又 は 損 失 （ △ ） △1,025 1,267 1,421 2,301 

税金等調整前四半期純利益   

又 は 純 損 失 （ △ ） 
△1,243 933 1,421 1,991 

四半期純利益又は純損失（△） △914 519 873 1,307 

1 株 当 た り 四 半 期 純 利 益    

又 は 純 損 失 （ △ ） 
△38円 17銭 21円 70銭 36円 53銭 54円 65銭 

     

総 資 産 61,035 63,600 61,837 65,152 

純 資 産 33,640 34,201 34,926 35,471 

1 株 当 た り 純 資 産 1,393円 87銭 1,420円 28銭 1,450円 45銭 1,473円 37銭 

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,490 △2,542 2,371 1,489 

投資活動によるキャッシュ・フロー △377 △12 496 235 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,938 △393 △1,589 △285 

現金及び現金同等物期末残高 6,365 3,412 4,868 6,221 
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